
1 

科学技術振興機構報 第１６３０号 

 

令 和 ５ 年 ７ 月 ２ １ 日 

東京都千代田区四番町５番地３ 
科学技術振興機構（ＪＳＴ） 
Tel：03-5214-8404（広報課） 
URL https://www.jst.go.jp 

 

研究成果展開事業 大学発新産業創出プログラム 

＜プロジェクト推進型 ビジネスモデル検証支援＞ 

２０２３年度新規課題の決定について 
 

ＪＳＴ（理事長 橋本 和仁）は、大学発新産業創出プログラム＜プロジェクト推進

型 ビジネスモデル検証支援＞における２０２３年度の新規課題８件を決定しました

（別紙）。 

本事業では、優れた技術シーズを基にしたベンチャー企業の創出を目的とし、起業と

事業の成長に必要な知識の学習、およびビジネスモデルの仮説立案・検証を行います。

具体的には、研究者や事業化プロデューサーなどがチームを組み、自らの技術シーズを

基にしたビジネスモデルの策定と実用検証可能な最小限の試作品やデータ（実験結果、

計算結果）などを準備し、想定される顧客などから評価を受けます。その評価結果や社

会ニーズを、次の研究開発にフィードバックさせてビジネスモデルのさらなる現実化・

高度化を目指すとともに、事業化に向けた改善サイクルの経験を通して、起業および経

営に必要な能力の向上やネットワークの形成を図ります。 

本年度の募集は２０２３年２月１７日（金）から５月１０日（水）まで行い、２５件

の応募がありました。それらに対し外部専門家で構成された委員会による審査を実施

し、その結果を基に８件の新規課題を決定しました。 

今後、契約などの条件が整い次第、活動を開始する予定です。 

 

なお、事業の詳細については下記ホームページをご覧ください。 

ＵＲＬ：https://www.jst.go.jp/start/biz-model/index.html 

 

＜添付資料＞ 

別紙：研究成果展開事業 大学発新産業創出プログラム 

＜プロジェクト推進型 ビジネスモデル検証支援＞採択課題一覧 

参考：研究成果展開事業 大学発新産業創出プログラム 

＜プロジェクト推進型 ビジネスモデル検証支援＞概要 

 

＜お問い合わせ先＞ 

科学技術振興機構 スタートアップ・技術移転推進部 
〒102-0076 東京都千代田区五番町７ Ｋ’ｓ五番町 

森田 浩（モリタ ヒロシ） 

Tel：03-5214-7054 

E-mail：start-score[at]jst.go.jp 
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研究成果展開事業 大学発新産業創出プログラム 

＜プロジェクト推進型 ビジネスモデル検証支援＞ 

採択課題一覧 

 

  （所属機関 都道府県番号順） 

 

課題名 研究代表者 課題概要 

発電効率が高い超薄型有機

太陽電池を用いたディス

ポーザブルソーラーシール

の事業化検証 

理化学研究所 

開拓研究本部 

専任研究員 

福田 憲二郎 

発電効率が高く柔軟な超薄膜有機太陽電池

を使った製品販売について事業化検証を行

う。具体的には、極力加重のない電力補給

方法を必要とする想定顧客へのヒアリング

と、実用化に向けた、発電時間、耐久性、

生産方法などの技術的課題の検討を行う。 

アルツハイマー病を発症前

診断・早期診断する技術の

事業化検証 

東京慈恵会医科大学 

ウイルス学講座 

准教授 

小林 伸行 

アルツハイマー病（ＡＤ）に対するアミロ

イドβ除去療法の進展により早期診断の重

要性が増しているが、現状の検査方法の費

用は高価であり、簡便な診断法の開発が求

められている。本事業では簡便、安価なＡ

Ｄの早期診断法として、血液中ＤＮＡメチ

ル化量の測定法を開発、検証する。 

光学顕微鏡分子振動観察ユ

ニットの事業化検証 

東京大学 

大学院理学系研究科 

准教授 

井手口 拓郎 

非染色で分子振動分布の画像化が可能な赤

外フォトサーマル顕微鏡の技術を既存の光

学顕微鏡に適用するための分子振動観察ユ

ニットを作製する。作製した試作品を用い

て各種試料の計測を実施し、顧客候補から

のフィードバックを取り入れながら市場開

拓活動を推進する。 

ＡＲ技術を用いた医療手技

の自主訓練支援システムの

事業化検証 

東京大学 

大学院医学系研究科 

特任研究員 

永代 友理 

ＡＲ技術を用いた医療手技の自主訓練支援

システムの事業化に向け顧客ニーズの調査

を行い、システム要件を明らかにするとと

もに顧客ニーズに合わせたビジネスモデル

の検討を行う。また、自主訓練効果を向上

させるために必要なシステムの機能につい

て調査・開発を行い、効果検証を行う。 

 

 

 

別紙 
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界面活性剤を使用せずに

香りを閉じ込めるアロマ

エフィの事業化検証 

信州大学 

学術研究院 

教授 

酒井 俊郎 

界面活性剤を使用しないエマルション（エ

フィ）製品の製造技術を「量産化装置販

売・製造レシピ提供・導入コンサルティン

グサービス」としてパッケージ化しエマル

ションメーカーに提供する事業と、エフィ

製品を一般消費者に販売する事業の立ち上

げを目指す。本事業では特に、香り成分を

水中に閉じ込めた「アロマエフィ」製品販

売の事業化検証を進める。 

多様かつ直感的なアダプ

テーション機能を有する

継続的に利用できる外観

検査ＡＩ技術の開発 

九州工業大学 

大学院情報工学研究院 

准教授 

徳永 旭将 

限られた不良画像からも効率的にＡＩモデ

ルを訓練できる基盤モデルと、実環境に対

応する強力なアダプテーション能力とを両

軸とした自動外観検査ＡＩと、拡張現実を

用いた外観検査支援ＡＩを開発する。ま

た、それらを総合的・継続的に管理可能な

プラットフォームとして提供する事業の検

討を行う。 

革新的浸漬沸騰冷却技術

の事業化検証 

九州大学 

大学院工学研究院 

教授 

森 昌司 

車両用電子機器、データセンター、自動運

転ＡＩ用電子素子などにおいて、高性能な

冷却技術が切望されている。本申請課題で

は、高い冷却性能をもつ革新的浸漬沸騰冷

却技術を開発し、大きな市場を開拓するた

めに効率良く本技術を導入するためのビジ

ネスモデルを提案・検証する。 

養豚場から出る未利用プ

ラセンタの有効活用技術

の事業化 

崇城大学 

生物生命学部 

教授 

山本 進二郎 

本提案は、養豚場から出る未利用のプラセ

ンタを家畜やペットのサプリメントとして

有効利用することを目指し、１）プラセン

タの現場からの回収と保存、２）加工、

３）活性評価、４）申請者の独自シーズと

プラセンタの組み合わせによる、機能面で

の他社製品との差異化などを検討し、事業

化を目指す。 
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研究成果展開事業 大学発新産業創出プログラム 

＜プロジェクト推進型 ビジネスモデル検証支援＞概要 

 

大学等の優れた技術シーズを基にした成長ポテンシャルの高い大学等発ベン

チャーの創出を促進するためのプログラム。 

研究者と事業化プロデューサー注）などが、事業化支援ノウハウを持つアクセラ

レーターが実施する研修やメンタリングを通して、起業に有益な知識を実践的に

学習します。併せて、自らの技術シーズを基に実用検証可能な最小限の試作品や

データ（実験結果、計算結果）を準備して想定顧客の評価を受け、その結果や社会

ニーズを研究開発にフィードバックさせることで想定ビジネスモデル仮説の現実

化、高度化を進めます。このようなビジネスモデルのブラッシュアップを繰り返

すことで、ベンチャーに必要な実戦的能力の向上やネットワーク形成を図り、次

の事業化ステージにつなげていきます。 

 

注）事業化プロデューサー 

研究代表者の技術を基にした起業活動の展開において、ビジネスモデル仮説

の立案および検証の活動を中心的に行う者。学内外を問わず、研究代表者と二

人三脚の協働で活動を行える者。 
 
 

本プログラムの流れ 

  

 

参考 


